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▼
編
集
後
記

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
の
１
月
号
の
編
集
後
記

を
見
て
み
る
と
、「
運
動
し
た
つ

も
り
」
の
自
分
を
反
省
し
て
い

る
私
が
い
ま
し
た
。
…
が
、
１
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

運
動
不
足
＋
冬
の
重
ね
着
で
、

某
ネ
コ
型
ロ
ボ
ッ
ト
に
見
え
る

と
言
わ
れ
る
始
末
で
す
。

　

今
年
こ
そ
は
、
運
動
だ
け
で

は
な
く
、
自
分
の
言
葉
に
嘘
を

つ
か
な
い
よ
う
に
、
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。   　
　

   （
久
保
）

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
皆
さ
ん
ど
ん
な
１

年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
私
は

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

日
々
何
か
に
追
わ
れ
な
が
ら
毎

日
を
過
ご
し
て
い
て
、
慌
た
だ

し
か
っ
た
記
憶
し
か
残
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
毎
日
か
ら
脱
却
す
る

た
め
、私
の
今
年
の
目
標
は「
心

に
余
裕
を
持
つ
こ
と
」。
締
め
切

り
に
追
わ
れ
な
が
ら
編
集
後
記

を
書
か
な
く
て
も
い
い
よ
う
、

順
序
よ
く
物
事
を
進
め
た
い
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　

  （
蔭
谷
）

広告

１　松前町表彰を受賞
し、表彰状を手にほほ
笑む中矢さん（写真右）
２　えひめ国体で、攻
めの柔道を見せる中矢
さん
※２は松山市提供写真
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愛
媛
県
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前
町
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筒
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代
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広
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委
員
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ま
さ
き

    ❖
    2018-1

広
報

行
会 No. 112

ってこーわい

　　ってこーわい

　えひめ国体で初優勝を飾った柔道女子団体。
そのメンバーの一員として活躍したのが、新田
高等学校2年生の中矢遥香さん＝北黒田＝です。
　後半へと勢いをつなぐ「中堅」。試合の流れを
左右する重要なポジションを任された中矢さん
ですが、この階級は、いつも出場する階級より一
つ上の階級でした。「１試合だけで腕が張ってし
まって―。体がもつかなと心配でした」と振り返
る中矢さん。そんな中矢さんを支えたのは、地元
の皆さんの応援でした。「盛り上がりが違ってい
て―。気持ちを切り替えたり、奮い立たせること
ができました」とにっこり。焦らず、着実にポイン
トを重ねて後半につなぎ、優勝に貢献しました。
　えひめ国体が終わり、すでに中矢さんは次を
見据えています。「団体の日本一は初めてでし
た。うれしかったのはもちろんですが、この経験
を高校の団体戦に生かしていきたい」と力強く話
す中矢さん。社会人の先輩と共に戦うことで、技
の駆け引き、気持ちの持ち方、サポートの仕方な
ど、得るものが多くあったと言います。
　「力をつけて、高校の団体戦で優勝したいし、
オリンピックにも出場したい」
　さらなる活躍、そして、オリンピックへー。中
矢さんの挑戦は、これからも続いていきます。

1

「中矢遥香 さん」
えひめ国体に出場
柔道女子団体で優勝を飾る

2

広告

　
掲載場所　　裏表紙の最下段　　　
広告料　　　20,000 円／枠（1カ月）
大きさ　     　縦 40 ミリ×横 60ミリ
カラー　     　フルカラー

問総務課広報情報係    ☎ 985-4132

有料広告募集中


